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は じ め に

被災地は、平成 年３月 日の東日本大震災発生から５年の節目を迎えま

した。岩手県は平成 年度を「本格復興完遂年」と位置づけており、復興支

援の状況もひとつの区切りを迎えています。

岩手県料理業生活衛生同業組合では、平成 年度から継続して支援事業を

行ってきました。平成 年度は、昨年度から引き続き、被災地相談員の設置

による被災地の現状聞き取り、相談員からの報告を踏まえた情報交換会の開催、

そこで得た情報をより多くの方々と共有するための情報発信を実施してきま

した。

震災から５年が経過しても被災地にはいまだ様々な問題があります。今後、

地域復興に向けて大きく進んでいく過程でも、また新たな課題が見えてくるこ

とでしょう。

「本格復興完遂年」、これは「復興が仕上がる」というよりむしろ、「ここか

ら将来に向けた取り組みが始まる」ということだと捉えています。岩手県料理

業生活衛生同業組合はこれからも、被災地・被災営業者の現状把握に取り組み、

組合だからこそ出来る支援に取り組んでいきたいと思います。

平成 年３月

岩手県料理業生活衛生同業組合

理事長 鈴 木 勇
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Ⅰ 主旨・目的  
 

 

大震災発生から４年が経過し、被災地では復興に向けて大きな転

換点を迎えている。当組合では、再建した住宅兼店舗が嵩上げ工事

のために移転となる組合員がいるほか、嵩上げ・インフラ整備の工

事の終了を待って再建を準備している組合員、営業再開したものの

経営上の問題を抱えている店舗もある。被災営業者が抱え直面する

課題を把握し、必要とされる情報を提供するほか、支援の方法を検

討していく必要がある。

また震災後４年を経て被災地以外では風化が進む状況があり、被

災地の「今」を広く発信し震災の風化を防ぐとともに、被災料理業

者並びに被災地域を元気づけ被災地の１日も早い復興の支援に資す

るべく本事業を計画した。  
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Ⅱ 実施事業概要  
 

 

１ 相談体制の確保  

①  被災地相談員 1 名設置  

・大船渡地区 1 名  

・相談員の活動実績、相談内容等を組合に報告させ事業成果と

して把握していく。  

② 被災地における情報交換会の開催  

・３ヵ月に１度程度、沿岸支部において情報交換会を開催。  

・被災地相談員からの報告に基づき、被災営業者の必要とする

情報を提供。相談内容及び被災地の現状の情報を事業成果と

して把握していく。  

 
2 現地の課題・問題点の把握を通じた支援策の策定  

・被災地相談員の報告・情報交換会で得られた現地の課題・問題

点を把握、必要な支援策を明確にしていく。  

 
3 情報発信等の強化  

・組合として把握した現地の問題点や必要とされる支援策を踏

まえた全国団体への報告等  

・組合ホームページにおいて、被災地生活者への安全・安心な

料理・衛生情報等の提供や復興に向けて頑張る被災料理業者の

情報を重点的に発信。事業成果としてアクセス数を把握（目

標：1,200 アクセス /月）  
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Ⅲ 実施報告書  

１ 相談体制の確保

２ 現地の課題・問題点の把握を通じた支援策の策定

平成 年 月 相談員報告

○被災後に建てた店舗兼住宅のある場所が嵩上げ地域となり、本年

夏ごろに退去予定だったが、半年延びて年内は今の場所で営業で

きることになった。しかし代替地がまだ決まっておらず、引き続

き探している。

○本店舗の再建が復興計画の度重なる変更で進んでいない。まずは

地域のためにと、市内公共施設内にレストランを構えた。できる

ことからやっていきたい。

○話をもらって東京に出店することになった。資金面などの相談が

したい。

⇒県指導センターの経営指導員に相談。出向いてもらうこととす

る。

平成 年 月 日 情報交換会（大船渡）

○県指導センターの経営指導員が被災組合員と面談し、相談対応。

平成 年 月 相談員報告

○地元に大きな雇用がないので、人口が減っていくのが問題だ。働

き場所がなければ人は集まらないし、増えていかない。
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平成 年 月 日 報告検討会（盛岡）

○被災地相談員の報告を検討。今後の情報交換会の開催時期、組合

ホームページへの掲載方法などを検討。 日の全料連理事会に報

告。

平成 年 月 相談員報告

○被災組合員の東京店がオープンした。

平成 年 月 相談員報告

○現在営業中の土地は借地なので、その土地の買い上げや、ほかの

土地への店舗再建などを考えているが、資金の問題もあり考慮中。

平成 年 月 相談員報告

○店舗兼住宅の代替地が決まった。昨年度の支援事業で相談対応を

してもらった中小企業診断士に相談し、場所もよさそうだという

ことになった。１２月半ばで現在の店舗での営業を終え、来年夏

頃の再建、営業再開をめざす。

平成 年 月 日 報告検討会（盛岡）

○ 月に情報交換会を開くことを決定。

平成 年 月 日 情報交換会（大船渡）

情報交換会を開催し、地域の復興に向けた工事の状況や被災営業

者の現状を確認。

○道路が新しく通ったり、通れなくなった場所があったりして、街

並みが変わっていっている。

○もうすぐ現在地を退去するが、周りの嵩上げがどんどん始まって

いて急かされている感じだ。新しい場所は現在地から 分ほどの

ところだ。店舗兼住宅として建てられることになってよかった。
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なかなか場所が決まらなかったので、ようやく図面を引いてもら

っているところで、まだこれからだ。

平成 年 月 相談員報告

○地域の復興が早く進んでほしい。

平成 年 月 日 情報交換会（東京）

情報交換会を開催し、被災営業者の現状を確認。

○大変だが、東京でも大船渡の食材や料理を味わってもらいたい。

○大船渡の本店舗も、ようやく来年度中に再建できそうだ。構想よ

り小さな規模となるが、頑張っていきたい。

平成 年 月 相談員報告

○店舗兼住宅の図面と見積ができてきたが、やはり高い。見直しを

しながら進めていく。

平成 年 月 相談員報告

○東京店に常駐していたが、本店舗再建に向けて大船渡に戻る。

平成 年 月 報告検討会（盛岡）

○今年度の総括、来年度の方針を検討。
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３ 情報発信等の強化

○全国団体への報告

平成 年 月 日（木） 全国生衛会館大研修室

全国料理業生活衛生同業組合連合会 第２回理事会

被災地相談員から報告のあった被災地・被災営業者の現状につい

て鈴木理事長が報告。復興が進む中で被災地が抱える問題を全国の

同業者に共有してもらい、支援の継続を要請した。

平成 年 月 日（水） 福島県会津若松市 萬花楼

全国料理業生活衛生同業組合連合会 東北ブロック会議

被災地・被災営業者の現状について鈴木理事長が報告し、今後と

も東北および全国からの協力が不可欠であること並びに支援の継続

を働きかけた。

平成 年 月 日（木） 全国生衛会館大研修室

全国料理業生活衛生同業組合連合会 第３回理事会

被災地・被災営業者の現状について鈴木理事長が報告。被災営業

者の他地域出店についても理解と協力を要請した。

平成 年 月 日（木） 岐阜県岐阜市 ひら井

全国料理業生活衛生同業組合連合会 第４回理事会

被災地・被災営業者の現状および情報交換会や組合ホームページ

などの支援事業について岩舘理事長代理が報告。復興への取り組み

がまだまだ続く中で、国や行政へのさらなる働きかけ、全国的な支

援の継続を要請した。
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○組合ホームページによる情報発信

昨年度、事務局職員がホームページの作成および更新を事務局で

行えるよう技術の習得を行い、組合ホームページを開設。以降、被

災地の情報や被災営業者の店舗情報などを発信している。

組合ホームページ アクセス数（平成 年 月 日現在）

平成 年４月 ６６０

平成 年５月 １２６９

平成 年６月 ８６１

平成 年７月 ８８０

平成 年８月 ９７１

平成 年９月 ４８９

平成 年 月 ４４８

平成 年 月 ９５２

平成 年 月 ７２２

平成 年１月 ６８９

平成 年２月 ８１５ 平均アクセス数 ７９６

次ページ以降に組合ホームページの内容を掲載。（一部抜粋）
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盛岡エリア
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花巻・北上エリア

奥州・遠野エリア

一関エリア
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沿岸エリア

沿岸エリア
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沿岸エリア

沿岸エリア
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沿岸エリア

沿岸エリア
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東京エリア

東京エリア
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